
【研究内容１】 
子どもが、創造的な発想・構想をもつ
ために 

（A）創造的な発想・構想が生まれ 

る授業づくり 

【研究内容２】 
子どもが、思いを可能にするための技能

を身に付けるために 

（B）工夫が繰り広げられる表現

活動 

  令和４年度の重点 

【研究内容３】 
子どもが、全課程を通して、よさや美しさ
を感じとれるために 
（Ⅽ）満足感や達成感がもてる表

現活動 

（Ⅾ）思いを読み取り、伝える鑑
賞活動 
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４ 研究内容 

                  

      

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 研究主題 「子どもが自分の「よさ」や「できる」に出会う授業づくり」 

～「考え」「つくる」を行き来し、子どもたちの個性と向き合う～ 

２ 研究主題設定の理由 

過去 2年間の研究では、令和２年度から小学校から順に改訂された学習指導要領に基づいて、研究主題

や内容を立ち上げた。全課程を通して、つくり・つくりかえ・つくる活動を保障することから、自分だけ

のよさや個性にあふれる作品を生み出すことができる授業づくりの研究を行った。また、「もっと、こうし

よう」という向上的で創造的な意志や意欲が学びにつながり、自らの生活を楽しく豊かにしようとする人

間性へとつながってくる、学びの「出口」を明確にした授業づくりの研究を進めることができた。 

 今年度はこの成果と課題をもとにして、さらに研究を深めていく。発想・構想段階での可能性を模索す

る授業づくりが，子どもの「こうしたい」という思いを生む結果につながったことから，その思いを可能

にするための技能を身に付けることに重点を置く。用具や題材を試し・慣れる場や，相互に学び合う場を

設定するとともに，身に付けた技能の中から表現のためのよりよい技能を主体的に選び・決める力を育み，

子どもがより一層工夫を繰り広げられる表現活動を目指して，研究を進めていく。 

 

【育みたい力】題材のねらいと関連させ、育みたい力をおさえた上で授業づくりを進める 

評価の観点 具体的な児童生徒の動き 

知識及び理解 ・えらぶ ・決める ・バランスをとる ・ためす ・創造する 

思考力、判断力、表現力等 ・広げる ・深める ・見通す ・比べる ・感じ取る ・受け入れる ・練る 

学びに向かう力、人間性等 ・楽しむ ・進んで活動する ・味わう ・満足する 

 

３ 研究仮説  可能性を模索する図工・美術の授業に向かうことで 
                子どもたちは、思いの実現に近づくことができるだろう。 

５ 研究方法 
（１）第二次研究協議会…①全体会において研究内容、中心サークルの取組、教育課程等についての説明を行う。 

【リモート研修】   ②小学校、中学校各１つの学年で事前に研究授業の動画を収録し、その視聴を基に 

研究協議を行う。 

            ③４つの分科会ごとに、実践レポートの発表及び作品交流を行う。 

（２）理論研修会の開催…図工美術と子どもとの関わりについて、見識を広げ深めるとともに、日々の実践に 

生かすための手がかりとすることを目的とした理論研修会を開催する。 

（３）『石狩の作品集』の発行…石狩管内小中学校教職員の研修資料として、児童生徒の作品集を発行する。 

（４）「部会だより」の発行…部会員への研究状況の周知や啓発のために、「部会だより」を発行する。 

   



Ⅱ．実践研究の経過と成果 

１．実践研究の経過 

（１）中心グループ（石狩市）による研究経過 

４月１２日（火）  石教振第一次研究協議会図工美術部会 

  今年度の研究内容、活動について体制確立・計画（授業者の決定） 

６月１６日（木）  石教研第二次研究協議会公開授業（小学校）指導案検討 

７月 ８日（金）  紅南小学校 本間教諭の授業公開（動画収録） 

８月３０日（金）  石教振第二次研究協議会図工美術部会 

石教研第二次研究協議会公開授業（中学校）指導案検討、実践レポートの交流 

９月２８日（水）  花川南中学校 樋渡教諭の授業公開（動画収録） 

１０月１４日（金）  石教研第二次研究協議会（リモート開催） 

            動画による授業公開及び研究協議、実践レポートの発表 

１１月１４日（月）  『石狩の作品集』データ集約 ・編集委員会 

 ２月 ３日（金）  石教振第三次研究協議会図工美術部会 

            今年度の反省とまとめ 

 

（２）中心グループでの研究成果 

  ○指導案検討会…児童生徒の実態に合った題材であること。研究主題と研究内容を検証できること。 

それらについて話し合い、授業づくりを検討した。 

  ○実践レポート交流…石教振第二次研究協議会でオンライン交流を行った。 

 

２．専門部会第二次研究協議会での交流 

（１）交流内容 

【小学校の授業実践と成果】 

①  授業の様子 

１年生 題材「いっしょに おさんぽ」 

授 業 者：本間 洋子 教諭（石狩市立紅南小学校） 

本時の目標：粘土の技法を生かしながら、自分と一緒に行きたい動物との散歩の様子を楽しく表す。 

本時の様子 

過程 育みたい力 学習活動 教師の働きかけ 備考 

導入 見通す ○前時を振り返る。     

 

 

○本時の課題を知る。 

 

 

 

 

 

 

 

○前時の学習を確認する。 

 

 

 

かだい ねんどのわざをつかって、おさんぽするじぶんと 

どうぶつを たのしくつくろう。 

 



展開 えらぶ 

決める 

ためす 

 

 

 

 

 

 

 

 

比べる 

感じ取る 

受け入れる 

 

 

広げる 

深める 

満足する 

 

 

 

 

 

 

 

○散歩の様子を思い浮かべな

がら、自分や動物をつくる。 

・粘土の塊からつくる。 

・つまみ出す技を使って、腕や

足をつくる。 

・腕や足を曲げて動きをだす。 

・粘土べらを使って表情をつく

る。 

 

 

 

○隣の人と交流する。 

・上手なところや頑張ってつく

っているところなどを伝え

合う。 

 

○続きを行う。 

 

 

 

 

○苦労している子には、支援

にあたる。 

○初めからうまくいかなくて

も、粘土は何度でもやり直

せることを伝え、安心して

活動できるようにする。 

○自分と動物がお散歩してい

る様子を考えながら楽しく

つくっていけるように声を

かけていく。 

 

○隣の人のよいところをたく

さんみつけて、自分の作品

に生かすように伝える。 

 

まとめ 見通す ○次時の活動を知る。 ○友達の作品を見ることを伝

える。 
 

② 分科会での協議内容 

〈授業者より〉 

  ○前任校で３年生の粘土の授業で失敗し、苦手意識があった。その粘土を今回敢えて実践したいとい 

   う気持ちになった。 

〇YouTube動画を参考に「ひねり出す」「のばす」という言葉を使って、人の作り方を指導した。 

  ○本時では、児童が最後まで集中して作品作りを行うことができていた。 

  ○児童の作品をよいものにしたいという強い思いから、児童自身の思いに対してではなく、作品に対 

   して「いいね」「すごい」などの声掛けをしてしまった。 

〈参加者より〉 

  ○粘土を「まとめる」「トントン」など、しっかり技を使って作品作りを行っていた。 

  ○低学年では、ぺったんこの平面な作品になりやすいが、しっかり技術指導していたことが立体作品 

   を作れるポイントになっていた。 

○児童が作品を最後まで追求し、伸ばしたり、つなぎ合わせたりしているのが良かった。 

〇本間教諭の「出来上がりを楽しみにしているね。」という言葉を受けて、児童は一生懸命に作ろう 

としていた。 

〇交流の場面では、友達と作品を手に持って話し合ったり、指でさして説明したり、歩いて作品の周 

 りを眺めながら話したりしていて、しっかり交流ができていた。 

 

まとめ ねんどのわざをつかって、おさんぽするじぶんと 

どうぶつをたのしくつくることができた。 



③ 成果と課題 

成

果 

 表現に必要な技術をしっかり身に付けていたことが、児童の「こうしたい」という思いを形にする

ことにつながった。児童一人一人への授業者の声掛けや児童同士の対話から、自分の作品への思いの

高まりを感じ取ることができた。 

課

題 

 教師が児童の作品に「上手」「すごい」という言葉を投げかけることは良いが、児童の発想を引き出

し、作品の思いに寄り添うことに重点を置くことが大切である。 

 

【中学校の授業実践と成果】 

①  授業の様子 

２年生 題材「構図に思いをのせて」 

授業者：樋渡 真紀 教諭（石狩市立花川南中学校） 

本時の目標：カメラの特性を生かし、自分が意図する作品（写真）づくり 

のために、色々な構図や表現方法を考える。 

本時の様子 

過程 育みたい力 学習活動 教師の働きかけ 備考 

導入 感じ取る ○前時の撮影について振り返

る。 

 

 

 

 

○前時の学習を確認する。  

展開 感じ取る 

味わう 

広げる 

 

 

練る 

ためす 

比べる 

  

 

 

 

比べる 

決める 

○ワークシートを用いなが

ら、班で自分の作品（画像）や

表現意図について発表し交流

する。 

 

○班からのアドバイスを生か

しながら、場所設定や構図な

どが自分の意図する表現にな

っているか深く追求する。 

○ピントの合わせ方や構図の

工夫、背景や色合いなどにつ

いて再度確認し、撮影する。 

○撮影した作品（画像）の中 

から第３候補まで選択する。 

 

 

 

 

○前時の作品（画像）が選べ

ない生徒の支援にあたる。 

○班交流の話し合いが上手く

進んでいないときは、声をか

ける。 

○構図に悩んでいる生徒には

写す角度や配置、拡大や縮小

などのカメラの特性について

もアドバイスする。 

 

【まとめ】 

 場面設定や構図、色合いを考えることで、自分が意図する作品（画像）を

表現することができる。 

【課題】 

自分が意図する作品（画像）になるよう、場所設定や構図、色彩などの

表現方法を考え制作しよう。 



まとめ 見通す ○次時の活動を知る。 ○題名やキャッチコピーを考

え、作品の鑑賞会をすること

を伝える。 

 

② 分科会での協議内容 

〈授業者より〉 

  ○遠近法や上から撮影するなどの構図について事前に学習し、夏休み中に撮影してくるよう指導した。 

撮った写真をもとに、いろいろ気付かせながら導入を行った。 

  ○タブレットにはズーム機能がなく加工もできないことが、かえって自分たちで動き、距離や光を調 

   整する工夫につながった。 

  ○本校では相互に学び合う姿を目指し、コミュ活を行っている。コツコツ取り組んできたことが今回 

   の授業にもつながっている。 

〈参加者より〉 

○写すことで表現できるため、表現のハードルが下がり取り組みやすい。光の扱いやテーマに合わせ 

 て構図を考えるヒントになる。 

  ○モチーフの手とテーマ「希望」は、中学生の段階ではちょうどよい。交流しながらすぐに修正して 

いる生徒がいて、タブレットの良いところだと感じた。 

  ○画質の違いについて紹介し、写真・カメラの発達や「抽象」についての関係についても説明すると 

   深まるのではないか。 

  〇自然にコミュニケーションをとりながら活動する中で、練り合っていこうとする姿や仲間と協力し 

   合い助け合う姿が見られた。 

③ 成果と課題 

成

果 

工夫すれば作者の意図や表現が伝わりやすいという写真の特性を十分に生かした題材と言える。 

生徒が生き生きとし、対話が多かった。互いに他の作品のよさを発見し、伝え合う時間がとても

重要であり、その姿が見られたのは日常の授業づくりの成果である。 

課

題 

 美しさを表現する手段としての写真と捉えた場合、意図する構図に加え、形や色の美しさについて

も追及することが必要である。 

 

（２）実施内容 

・新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、各勤務校からのリモート形式の開催となった。 

・全体会では、今年度の研究計画についての確認、これまでの取組の概要発表、今後の取組の説明等を行った。 

・公開授業では、石狩市立紅南小学校と石狩市立花川南中学校で事前に収録した授業の様子をオンラインで視

聴した。その後の分科会では、３グループに分かれ、下記の討議の柱に沿って研究協議が行われた。 

・後半の分科会では、４グループに分かれ、各部会員からの実践レポート（提出７５名）の説明や作品の紹介

等を通して、日頃の実践の成果と課題について交流を図った。 

 

 

 

 

 

分科会で討議の柱とした研究内容 

◎子どもが、思いを可能にするための技能を身に付けるために ⇒ 工夫が繰り広げられる表現活動【重点】 

○子どもが、全過程を通して、よさや美しさを感じとれるために ⇒ 満足感や達成感が持てる表現活動 

                              ⇒ 思いを読み取り、伝える鑑賞活動 



Ⅲ．教育課程研究 

１．研究の経過 

 一昨年度、教育課程研究員を中心に中学校の教育課程が改訂され、今年度は実践２年目となった。部会員の

レポートや実践を収集しながら、今年度は評価も含めた研究を進めた。 

２．研究の成果・課題 

 小学校と中学校に分かれて実践交流を行い、充実した研究協議会を行うことができた。また、理論研修会を

通して観点別の評価について交流できた。 

 引き続き、小中学校の連携を図り、学習指導要領のポイントや観点などに考慮した研究を行っていきたい。 

 

Ⅳ．実技・理論研修会 

１．研修会の内容 

 《理論研修会》 

 講演会「中学校美術・小学校図画工作の新しい『評価』について」 

  講 師：山田 芳明 氏（鳴門教育大学大学院 教授） 

  実施日：令和４年７月２６日（火）１４：３０～１６：３０ 

  場 所：石狩教育研修センター 

  参加者：３３名 

 ＊オンラインでの講演を集合形式で視聴し、協議を行った。 

２．研修会の成果 

 道具の扱い方について適切に指導すること、学習指導要領が意味することは何か、図工・美術教育で育んで

いきたい力、具体的な場面での評価の仕方等について学ぶことができた。特に、指導する前に評価基準を明確

にすることや制作過程の児童生徒の姿を大切にすることについて、認識を深める機会になった。 

 

Ⅴ．部会研究の成果と課題 

１．成果 

 今年度も新型コロナウイルスの影響を受け、第二次研究協議会では、かつて行っていた対面での協議や実物

を見ながらの作品交流ができないなど、研究方法が制限される年となった。しかし、このような状況下でも、

リモートではあったが、管内の部会員が一堂に会して研究協議や実践交流ができたことに価値があると考え

る。また、研究主題や研究内容の重点に沿った話し合いが行われたことにより課題意識の共有ができ、今後の

実践に生かせる実感が得られたことは大きな成果と言える。 

２．課題 

第二次研究協議会後に行った部会員を対象としたアンケート調査によると、リモート開催でよいという意見

がある一方で、やはり顔を突き合わせて研修をしたいという意見も多く出された。作品交流は実物を見て行う

のが理想的であることなど、図工・美術教育の特性を考慮しながら、持続可能にしていくためのよりよい方法

を模索していく必要がある。 

今後の研究内容については、これまで積み重ねてきた研究成果を踏まえた上で、学習指導要領に基づく身に

付けさせたい力を明確にしながら、実践的な内容に即した研究をさらに進めていきたい。 

                                                    （文責 駒田 敦） 


